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環境ボランティアによる資源リサイクル活動とエンパワーメント'

一― 参加者の有能感・連帯感 0有効感の獲得と今後の活動意図 一一
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【要 旨】 本研究の目的は環境ボランティア活動へのコミットメントがエンパワーメントと今後のボラ

ンティア活動意図に及ぼす影響を検討することである。行政による資源回収制度が開始された地域にお

いて,資源リサイクルボランティア378名 に対 して質問紙調査を行った。資源 リサイクルボランティア

活動へのコミットメントがボランティアのエンパワーメントを通 して今後のボランティア活動意図に与

える影響を検討 した。コミットメントは個人的エンパワーメントと集合的エンパワーメントの両方に影

響を及ぼしていた。コミットメントが直接活動意図に影響するのではなく, エンパワーメントを通して

活動意図に影響することが明らかとなった。今後のポランティア活動意図について個人的エンパワーメ

ント (連帯感)と ,集合的エンパワーメント (地域に対する有効感)の両方が影響 していた。
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1.問  題

1.1 普及エージェントとしての環境ポランティアの役

割とその状況

環境ボランティアを, ごみ減量や資源リサイクルの普

及エージェントとして捉え,そ の機能的役割を明らかに

する環境社会心理学的研究
卜のが行われてきている。ボ

ランティアが資源 リサイクルを普及するために地域の住

民に働きかけたアクションリサーチによって,ボ ラン

ティアメンバーが地域で取り結んでいるネットワークを

通じての情報提供や参加の勧誘など対人的な働きかけが,

住民がリサイクルに自発的に参加する際に大きな影響を

及ぼすことが明 らかにされている1)。 さらに,マ スメ

ディアやローカルメディアによる環境やごみ問題につい
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ての情報提供が住民の環境への関心を高めたのに対して,

友人によるパーソナルメディアを通じた働きかけが人々

のリサイクル活動への動機づけを高めたとの調査結果が

報告されている2)。

その一方で, ボランティアが中心となって自主的に行

われていたリサイクルが,行政主導によリリサイクルに

取り組む制度に移行した地域も数多い。「容器包装に係

る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」が

1995年 に制定され,全国の多 くの市町村が資源ごみの

分別収集制度を導入してきているためである。このため,

これまでポランティアが各地域で行ってきた自主回収も

1つの転機を迎えている。活動の場を失ったことによつ

て,活動を一時休止したり全くやめてしまうのか,今後

もなんらかの形で資源 リサイクルに関わったり, これま

でのメンパーで活動しようとしていくのか。あるいは別

のごみ減量や環境保全の活動を展開するのか。これまで

の活動を評価 し, 自分たちが活動していくことの意味を

問うことが重要な課題になっている。

'本研究は平成 8。 9。 10年度科学研究費補助金 (基盤研究 C

(2)課題番号 08610117,研究代表者 :広瀬幸雄)の援助を受

けて行われた。
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そこで,本研究では資源 リサイクルボランティアがこ

れまでの活動の中で得てきたものをエンパワーメントと

いう概念を用いて検討する。エンパワーメントとは “個

人のコントロール感,あ るいは影響感, 自身の生活に対

する決断力"を意味し4), ェンパワーメントをプロセス

として捉える場合には “個人が自分自身の生活全体にわ

たってコントロールと支配を獲得するのみならず, 自ら

のコミュニティヘの民主的な参加にも同様にコントロー

ルと支配を獲得する1つ のプロセスである"5)と される。

本研究で対象とした資源 リサイクルボランティアは,行

政主導による資源 リサイクル制度の導入によって,かれ

らの活動の必要性が低下 した例であるが, これまでの活

動をそのまま続けるか,新たな活動を始めるか, という

選択は分野を問わず,多 くのボランティアが直面する事

態である。この時,ボ ランティアがその活動への参加と

いうコミットメント (行動的関与)を通 じて, スキルや

自信を得たり (有能感), コミュニティなどに影響を及

ぼしたり (有効感), スキル獲得や周囲への影響を及ぼ

したりする上で大きな援助となる人間関係のネットワー

クの獲得 (連帯感)と いったエンパワーメントを獲得 し

たと認識 しているのか,そ してそのエンパワーメントに

もとづき,さ らなるボランティア活動を展開しようと意

図しているのかというエンパワーメントのプロセスを解

明することは, これまでの資源 リサイクル活動だけでな

く,環境や廃棄物処理の基本計画策定への市民参加や環

境に配慮 したライフスタイルの普及の新たな活動を進め

ていくために重要な課題である。

1.2 ポランティア活動の規定因を検討する必要性

ビン・缶を中心としたリサイクル行動が住民に普及す

る上で地域のリサイクルボランティアの役割が大きなこ

とが明らかとなっている。それに対して,ボ ランティア

活動への参加継続意図を規定する心理的要因は十分に解

明されたとはいいがたい。活動することがボランティア

自身に及ぼした影響については,援助行動の分野で阪神

大震災での災害ポランティア6,7)ゃ
福祉ボランティア8)を

対象とした調査など研究は始まったばかりである。災害

ボランティアを対象とした研究では,活動体験を通 して

認識変化や自己変革といったポジティブな成果を得たこ

と,ボ ランティア活動の有意義性の認識を深めて態度を

変化させ,将来機会があればボランティア活動に参加 し

たいという意欲を高めたことが報告されている。
'つ。た

だし,災害ボランティアの場合は緊急性の高い場面での

活動のため,活動の重要度は明らかで貢献の可能性が大

きかったと推測される。

社会運動への参加を規定する要因を検討したこれまで

の調査研究
9.Ю)か らは,個人が運動に参加する要因とし

て,運動によって達成されると予想できる目標,運動の

中で得られるメンバー自身の利益, さらに団体への帰属

意識が重要であると指摘されてきた。

運動による目標達成を活動の有効性とすると,環境団

体への参加についての研究‖)に おいても,環境団体に積

極的に参加しているメンバーの方が,活動の有効性を高

く評価していた。このように,影響を及ぼそうとする対

象に対して効果があると感じる有効感はボランティア活

動への参加にとって重要な要因であるといえる。

また, Claryら はボランティア活動参加について6つ

の動機づけ (自 我防衛,活動の重要性,キ ャリア形成,

社会的貢献,自 己や他者理解, 自尊心高揚)に分類 した

上で,活動から何らかの利益を得ることと活動継続意図

との関連を検討したlυ
。その結果,参加当初の動機と一

致する利益を活動から得ている人はそうではない人より

も活動に対する満足度が高く,活動継続意図も高いこと

が明らかにされている。参加動機のうちキャリア形成,

自己や他者理解, 自尊心高揚という利益の獲得は自信や

スキルの獲得である有能感とほぼ同義といえるであろう。

以上の研究から,活動を通 じて得られた有能感 (自 信や

スキルの獲得など)も 参加や継続の規定因と捉えること

ができる。

さらに,人が連帯を築く基礎として,友人・親族,組

織への参加など5つ をあげた上で,社会運動への参加は

連帯感に依存する部分が大きく,他の集団メンバーとの

信頼の絆が参加者 (あ るいは他のメンバー)に とって社

会的誘因となることが論 じられているB)。 また,組合活

動への参加に関する研究14)に おいて,集団への連帯感が

参加の主要な規定因であることが報告されている。以上

の研究から,共益を実現 しようとするボランティア活動

への参加には,信念や利害をともにする人々との共益実

現のために団結 したり,問題解決のための能力・資源の

やりとりを通して助け合ったりするネットヮークを築い

ているという連帯感が参加の規定因として重要であると

いえる。

これらの先行研究から有効感,有能感,連帯感が人々

の自発的な活動を規定する重要な要因であるといえる。

以上の検討を踏まえ,エ ンパワーメントを “個人あるい

は集団として自己や外界の問題を解決する能力やネット

ワークなどの資源を獲得し,問題解決の過程で周囲に影

響を及ぼすこと"と 定義し,本研究では本人が活動を通

してこれらのエンパワーメントを得たとする自己評価と

して測定する。
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13 環境ポランティア活動へのコミットメントによる

エンパワーメントのプロセス

ボランティア活動を通じて達成できたこと,た とえば,

グループ活動が地域や行政に影響を与えること, 自分自

身の有能感,仲間や友人という人間関係を得たという

ネットワークの獲得は本研究で考えるエンパワーメント

を構成する重要な要素である。コミットメントとエンパ

ワーメントの関連についてはこれまで十分に検討されて

こなかった。環境関連の活動への積極的なコミットメン

トを通 じて, ポランティアは社会参加のエンパワーメン

トを以下のようにして獲得 していると考えられる。

なお,運動によって行政や地域住民などに影響を及ぼ

し,運動の目標を達成することは共益あるいは集合的利

益であり,運動の中で得られるメンパー自身が得る有能

感や連帯感は個人的利益であるといえる。社会運動やボ

ランティア活動は集合的行為であり,社会的ジレンマの

構造をもっていることから,集合行為の目標達成だけで

は集合行為への参加を説明できないことが環境ボラン

ティア活動についても指摘されているbヽ また, 自分自

身の変化や視野の拡大といった自己の有能感や活動に関

する技能獲得,ネ ットヮークの広がりといった活動を通

して個人的に得られることと,動けば変わるといった活

動の有効性の認知は活動参加を通 して得られたものの分

類において異なるカテゴリーに分類されるとする研究も

ある・ )。 そのため,以下ではエンパワーメントを個人と

して得られたもの (自 己の有能感,連帯感としてのネッ

トヮークの獲得など)を個人的エンパワーメント,所属

するボランティアの活動を通 して得られたもの (行政や

地域に対する有効感)を集合的エンパワーメントとする。

131 個人的エンパワーメント

ボランティア活動はそれに参加する人にとつて以下の

ように有意義な経験と考えられる。 リサイクルの自主回

収は地域の活動に参加するきっかけを非常に多くの人々

に与えてきた。 リサイクルや環境関連の行事に参加する

中で,環境や暮らしに関する知識やノウハウを身につけ

たり,ボ ランティア活動をする上で必要な情報やスキル

を得るなどして自分自身が成長 し,視野が広がることを

通 して, 自分も必要な行動が取れるという自信を深めた

と予想される。このようなことを通 して (個人的な)有

能感というエンパワーメントを得たと考えられる。

さらにボランティア活動への参加を通して,多 くの友

人を得て,情報交換や困った時のサポートのネットヮー

クを得る機会も増えたと考えられる。これまで孤立 して

いると考えてきた人々がボランティア活動を通 して地域

内外の人々と関わりをもつことによつてボランティアグ

ループの人々との連帯感というエンパワーメントも獲得

したと考えられる。

132 地域・行政に対する集合的エンパワーメント

環境ポランティアによる資源 リサイクル活動はごみ減

量やリサイクルヘの住民の関心を高めるのに大きく貢献

してきたし,地域の中で環境保全に関心を持つ人々が参

加できる場も作り出してきた。さらに行政による資源ご

み回収の制度の導入にも貢献するところが多かったと考

えられる。このため,環境ボランティアは社会的な働き

かけによって地域や行政への資源 リサイクルの普及とし

ての影響を及ぼしえたという有効感としてのエンパワー

メントを獲得してきたと考えられる。

133 エンパヮーメントと将来の活動意図

以上のようなェンパワーメントは,メ ンバーの将来の

環境保全の行動に大きな影響を与えると考えられる。環

境保全の活動に関しても, エンパワーメントが環境ボラ

ンティアの活動継続意図・関連する活動への参加意図を

高めることが明らかとなっている0。 このため,活動に

よってエンパワーメントを獲得することは将来の環境ボ

ランティア活動や近年市民参加で行われることが増えて

きた環境基本計画策定への参加を促進すると考えられる。

以上より, これまで論 じてきた個人的エンパワーメン

ト (有能感や連帯感)や集合的エンパワーメント (行政

や地域に対する有効感)を ポランティア活動へのコミッ

トメントを通 して獲得することは今後のボランティア活

動意図を高めると考えられる。

1.4 目  的

本研究では,行政が資源 リサイクルの回収に乗り出し

た地域として愛知県日進市と東郷町を選定し,そ れぞれ

の地域でリサイクル活動を行ってきた環境ボランティア

を対象として,活動へのコミットメントを通 じてどのよ

うなエンパワーメントを獲得したのか, さらにそのエン

パワーメントが今後の多様なボランティア活動への参加

を促すのかという一連の要因連関のプロセスを検討する。

2方

21 調査地域

愛知県日進市および東郷町を調査地域とした。

調査時点において,東郷町では既にボランティア主導

による自主回収から,町の環境課主導による資源ごみの

回収制度に移行しており,各地域での資源ごみ回収作業

は自治会 (区会)役員が主体となってステーションでの

ボックスの配置や整理を行っている。日進市でも調査時

点でいくつかのモデル地区で行政による試験的な資源ご

みの回収が開始されており,そ の地域のボランティアは
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回収作業から手を引いている (平成 H年度中に日進市

全域で資源ごみ回収の新制度導入が完了した)。

2.2 調査対象者

日進市および東郷町において資源ごみの回収を行って

いる (あ るいはかつて行っていた)団体のメンバーを調

査対象とした。

調査票を配布 した人数は378人 (日 進市 318人,東郷

町 60人)である。

2.3 調査票の構成

2.3.1 資源 リサイクル活動へのコミットメント

資源 リサイクルボランティアのさまざまな活動にどれ

ほど行動的に関与したのか,すなわち活動へのコミット

メントの指標である。コミットメントとして地域の人々

への 2種類の働きかけ (ピ ン・缶を出すようにとの依頼,

収集作業の手伝いの依頼)の程度をそれぞれ 3段階 (多

くの方に依頼 した,一人か二人には依頼 した,依頼 した

ことはない)で尋ねた。

232 資源 リサイクルボランティア活動によるエンパ

ワーメント

資源 リサイクルボランティア活動を通 じてエンパワー

メントをどれだけ得たと評価 しているか尋ねるために,

個人的なエンパワーメントとして有能感 (視野拡大など

成長感, 活動に必要な知識などの獲得), 連帯感 (ネ ッ

トワークの獲得), 集合的エンパワーメントとして, 行

政に対する有効感,地域住民に対する有効感をとりあげ

た。それぞれについて 2項目ずつ,合計 8項目を用意し,

“非常にそう思う"～ “全くそう思わない"の 5段階で

回答させた。

233 ポランティア活動意図

今後のポランティア活動意図について “リサイクル活

動以外のポランティア活動に参加してみたい"な ど3項

目について, “非常にそう思う"～ “全くそう思わない"

の 5段階で回答させた。

2.3.4 属性項目

性別,年齢,居住地域などについて尋ねた。

2.4手 続 き

日進市と東郷町において無価物であるスチール缶やビ

ンだけ,あ るいは古新聞やアルミ缶とともにスチール缶

やビンも合わせて回収 している (い た)団体という基

準'に 該当した日進市 39団体,東郷町 5団体の計 44団

'古新聞やアルミ缶など有償の資源ごみだけを回収 している団 /

体‖を対象とした。 なお, リサイクルを活動の主目的と

している団体 (以下, リサイクル団体), その他の団体

(子ども会など)と も, リサイクル活動は月に 1回が基

本であり,地域の回収ステーションまで住民が運んでき

た資源を分類整理し,業者への引き渡し作業を当日参加

したボランティアメンバーで行っていた。また,団体は,

回収された資源量の合計や次回の収集日時を知らせるた

めの広報を発行 して,地域住民に配布していた。

各団体の代表に事前に電話にてアンケート調査への協

力を依頼したところ,すべての団体から承諾を得た。さ

らに各団体で資源ごみの回収作業に参加 したメンバー数

を問い合わせた。

上記の団体の資源ごみ回収作業に参加 した経験を持つ

ボランティアの全員を調査対象とする全数調査である。

調査は団体ごとに一括して代表者にメンバー数の調査票

と封入用封筒を郵送 し,代表者に団体のメンバーに配布

し,封筒に封入された調査票を回収の上,一括して返送

することを依頼 した。

団体の代表者への依頼は1998年 6月 上旬に行い,調

査票は中旬に郵送 した。調査対象者である団体のメン

バーには7月 下旬までに代表者に回答された調査票を返

すように依頼 した。団体の代表者には回収された調査票

の入った封筒をまとめて 7月 下旬までに返送することを

依頼した。

3.結  果

3.1 回収結果

配布した 378票のうち,郵送されてきた総数である単

純回収数は351(日 進市 296, 東郷町 55), 本研究で検

討 した項目に記入漏れのなかった有効回収数は298で あ

体を除外 したのは,そ れらの団体がリサイクル活動をするのは

活動資金集めが主たる目的と考えられたためである。子供会や
PTAの場合にはリサイクル作業を分担するのは会の全員ではな

く主に役員のみのため,ほ とんど役員だけが対象になっている。

''調 査対象の団体のうち,東郷町の団体数が少ないのは日進市
よりも早い時期に町主導で無価物のビン缶の資源ごみ回収が開
始されたため,東郷町の各地域で自主的にリサイクルを始める
ポランティア団体が数多く現れる機会がなかったからである。

逆に日進市で多くのポランティア団体が生まれたのは行政によ

るリサイクル制度が導入されるのが遅れたことも一因となって
いる。なお,資源ごみの回収を主たる目的として結成された団

体の数は27,子 ども会や自治会あるいは福祉ボランティアなど

リサイクル以外に主たる目的を持つ団体の数は17で あった。 リ
サイクル団体ではポランティアメンバーが「個人単位」で参加
したという特徴があるのに対して,そ の他の団体では既に存在
している「 グループ単位」で リサイクルを開始 したという特徴
をもっている。
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る。有効回収率は788%であった。

32 回答者の基本属性

性別は女性が大多数を占めた (953%)。 年齢は40代

が最も多く(332%),次 いで 50代 (299%)と 30代 (255

%)が多い。回答者の居住地域は839%が 日進市であ

り,161%が東郷町であった。またリサイクル団体のメ

ンパーは701%,そ の他の団体 (子供会など)の メン

パーは299%で あった。

33 コミットメント. エンパワーメント,ポランティ

ア活動意図

331 コミットメント

・ビン・ 缶を出すように依頼する・,・収集作業の手伝

いを依頼する・ について, それぞれ 3段階 (多 くの方に

依頼した,一人か二人には依頼 した.依頼したことはな

い)で尋ねた。その結果, ビン・ 缶を出すようにとの依

頼では多 くの方に依頼 したという回答が最 も多かった

(127名,426%)の に対して,収集作業の手伝いの依頼

では依頼 したことはないという回答が最 も多かった

(173名 ,481%)。

“依頼したことはない" 1点～・多くの方に依頼した・

3点として得点化し,以下の分析に使用 した。

332 エンパワーメント

“リサイクル活動によって自分の視野が広がった・ に

ついては145名 (487%)の人が・ややそう思う
°

と回

答していた。 ・リサイクル団体の活動が無ければ, 行政

による分別回収の導入はもぅと遅れていた"についても

148名 (497%)が “非常にそう思う"と 回答 していた。

・全くそう思わない・ 1点～・非常にそう思う"5点とし

て得点化 したところ,各項目の平均点は308か ら417

であった。基本的に資源 リサイクルボランティアは活動

を通 してエンパワーメントを感じているといえる。

エンパワーメントに関する項目について,変数構造

の妥当性を検討するためにAmosを 用いて検証的因子

分析を行った。その結果,個人的エンパワーメント (有

能感).個人的エンパワーメント (連帯感),集合的エン

パ ワーメント (行政に対する有効感),集合的エンパ

ヮーメント (地域住民に対する有効感)の 4因子構造で

あることを確認 した (Table l)。 適合度の各指標の値

は, χ2(14)=1887(p‐  17), CF′ = 98. Иお ‐ヽ 96.

R″S34= 03で あり, CF′ ,4CFrが ともに 9を こえ

ていることから,モ デル適合の基準を満たしているとい

える。

333 ポランティア活動意図

・地域のイベントにもっと参加 したい・ については

・ややそう思う
°

と回答 した人が n3名 (396%),“ 非常

にそう思う"と 回答した人が29名 (97%)であり,約

半数の人が参加 したいと回答 していた。・全くそう思わ

ない・ 1点～・非常にそう思う・ 5点 として得点化した

Table I Confirmatory factor analysis and means o[ empowerments items

Fl  F2  F3  F4 mcan SD

1 80t a broader point of view by recycling activity

(リ サイクル活動によって自分の視野が広がった)

I gained broader inlormation from recycling vOlunteers'network

(リ サイクルのネットワークを通じて■境など幅広い情報を得られた〉

1 801 30Cial ties for support and assistence in tines of trouble

(困 ったことがあれば,サ ポートや助力を求められるつながりができた)

I got trustworthy friends

(な んでも話 し合える友人が得られた)

Our recycling grOup activities led to the local autonomy s active effort for recycling

〈リサイクル団体の活動が行政のリサイクルヘの積極的な取り組みにつながった)

Without our recycling group activities.introduction oi new recyCling systeln would have

been delayed

(リ サイクル団体の活動が無ければ,行政による分別回収の導入はもっと遅れていた)

Recycling activities raised comm unity residents'consciousness of recycling

(リ サイクル活動によって,住民のリサイクルに対する意識が高まつた)

I realized that We can solve problensin our comrnunity if we address the issues together

(皆 といっしょにやれば,地域の問題も解決できると実感した)

397  082

357  103

335  099

308  101

404  098

417  101

70  392  090

69  362  090

Correlations teiween factors
Factor I (individual empo\perment: eflicacv)

Factor 2 (individual empowerment : solidaritv)

Factor 3 (collective empowerment: effectiveness on therr administration)

74   35

1   15

1

64

54

65

lFactor 4 (collective empowerment- effectiveness on their

Thrs analysis was conducted by Amos 4.0

chi-square:18.87, df: 1{ (N:298), p= 17, GFI: .98, AGFI: 96 RMSEA= 03
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Table 2  Factor analysis and means of intention to participate in new voluntary activities

F I Communality Mean SD

I want tO participate in events of my community

(地域のイベ ントにもっと参加 したい)

I want tO participate in other voluntary activities than recycling activity

(リ サイクル活動以外のポランティア活動に参加 してみたい)

if l am called on to participate in some activities in case of occurring some troubles in

my community,I want to cooperate

(も し地域で何か問題が起 こって,活動に参加するよう呼びかけられたら,協力 したい)

336  106

406    76

Eigenval ue

Proportion
185

617

Initial factor extract method was principal component analysis

ところ, 各項目の平均点は3.46か ら406で あった。 今

後も基本的に何らかの活動に参加 したいと考えている

人が多いとわかる。ボランティア活動意図 3項 目につい

ては,主成分分析を行い,1因子構造を確認 した (Table

2)。 その上で信頼性の検討のため,α 係数を算出した

ところ,α 係数は 68であり, その後の分析に耐え得る

ものと判断した。

なお,エ ンパワーメントの各因子, ボランティア活動

意図の 3項目について,単純加算得点を尺度得点とし,

属性変数と各尺度の関連を検討したところ,年齢,居住

地域に有意な関連のあるものも見られた。年齢に関して

は有能感 (30代以下″=7.2,50代以上″ =7.9,F(2)

=4.4,p<0.o5),行 政に対する有効感 (30代以下ν=

73,50代以上M=87,F(2)=175,p<005),地域に

対する有効感 (30代 以下ν =7.1,50代 以上″=79,

F(2)=74,p<005)に おいて, いずれも50代以上の

方が 30代以下よりも有意に得点が高いという結果が得

られた。居住地域に関しては有能感 (日 進市ν=74,

東郷町″=81,F(1)=64,p<005),行 政に対する有

効感 (日 進市″=81,東郷町″=9.0,F(1)=H7,p
<0.05)において,いずれも東郷町のポランティアの方

が日進市のポランティアよりも有意に得点が高いという

結果が得られた。また, リサイクル団体のメンバーとそ

の他の団体のメンバーで各尺度得点を比較 したところ,

有能感 (リ サイクル団体〃 =77,そ の他の団体 ν=
7.1,F(1)=10.4,p<0.o5), 行政に対する有効感 (リ

サイクル団体″=85, その他の団体ν=7.5,F(1)=

23.2,p<005), 地域に対する有効感 (リ サイクル団体

″ =7.7, その他の団体″=7.1,F(1)=H9,p<o.o5)

において,いずれもリサイクル団体の方がその他の団体

よりも有意に得点が高いという結果が得られた。

3.4 共分散構造分析によるコミットメン ト,エ ンパ

ワーメントとポランティア活動意図との関連

コミットメントが各エンパワーメントに影響を及ぼし,

エンパワーメントがボランティア活動意図に影響する過

程を検討するために共分散構造分析を行った。

その際, コミットメントが活動意図に直接影響 してお

り,ま た,エ ンパワーメントを通して間接的にも影響す

るというモデルをモデル 1(Fig l), コミットメント

から活動意図への直接効果はなく,エ ンパワーメントを

通 した間接効果のみとするモデル 2(Fig.2)を 用意

して検討を行った。

まず, コミットメントから活動意図への直接のパスを

想定するモデル 1に基づいて分析を行った。その結果,

適合度の各指標の値は,χ
2(51)=96.230<.01),GFf

=.95, スGFf=.92, RMSEИ = 06であった。 ヽ 、

AGFrが ともに .9を こえているが,RMSE五 は 05を

(Model I : The effect of commitment to voluntecr
activities on intention is directly as well as mediated by
acquired empowerment.)
Note: Error terms are omitted.

Fig. I Structural equation modeling on factors
affecting intention to participate in new
voluntary activities
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(Model 2 : The effect of commiiment to volunteer
actrvities on intention is mediated by acquired em
powerment.)
Note: Error terms are omitted

Fig. 2 Structural equation modeling on factors
affecting rntention to participate in new
volunlary activities

上回っており,共分散構造分析におけるモデル適合の基

準を十分満たしているとはいえない。また, コミットメ

ントからボランティア活動意図への直接のパスは 05で ,

有意ではなかった。

そこで, コミットメントから行動意図への直接効果を

仮定するモデル 1よ りもエンパワーメントを通 した間接

効果のみとするモデル 2が より適合していると考え,再

分析を行った。

モデル 2に基づく分析の結果',エ
ンパワーメントか

らボランティア活動意図へのパスは集合的エンパワーメ

ントの地域に対する有効感のみ有意であった 0く 05)。

chi、quare‐ 98 48 df-54(N-298)pく  ol CF:= 95 ACFI
- 92 RMSEA‐  05 RMSEA lower 

“

mit= 04 RMSEA
higher lim■- 07

Fig 3  Result oF structural equation modeling on
factors affecting intention to participate in

neW YOluntary activities

なお,個人的エンパワーメントの連帯感が有意傾向で

あった 0く  10)。 エンパワーメントからボランティア

活動意図へのパスについて有意ではなかったものを順番

に削除してゆくと,最終的に個人的エンパワーメントの

連帯感と集合的エンパワーメントの地域に対する有効感

がボランティア活動意図に対する有意なパスとして残っ

た (Fig 3)。 このことから, コミットメントは個人的

エンパワーメントと集合的エンパワーメントともに影響

を与えるものの, ボランティア活動意図には直接影響 し

ないこと,個人的エンパワーメントの連帯感,および集

合的エンパワーメントの地域に対する有効感を通 して

影響することが明らかとなった。この結果を最終的なモ

デルとした。適合度の各指標の値はχ2(54)=98480

く 01), CF/= 95.′ お -ヽ 92,RMSEA‐  05であ

り,RMSEス の値に改善が見られた。

4 考 察

41 コミットメントとエンパワーメントと行動意図と

の関連

コミットメントは直接活動意図に影響 しているのでは

'片矢印は因果関係を表し 両矢印は共分散 (相関)を表す。

四角は観測変数. 丸は潜在変数を表す。ただし, ・e・ は誤差変

数, ・d・ は攪乱変数を表す。片矢印に付してある数字は標準イヒ

係数の値を示 し,両 矢印に付 してある数値は相関の推定値で

ある。図中の片矢印,両矢印の数値のいずれも有意である 0く

05)が,本研究での分析の主目的である. コミフトメントが

各エンパワーメントの因子に及ばす影●.お よびエンパワーメ

ントの各因子が参加意図に及ぼす影響を示す片矢印について,

大い矢印で図示している。なお,潜在変数の右肩の数字は重相

関係数の平方の値を示している。
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なく, エンパワーメントを媒介として間接的に影響 して

いることが明らかとなった。ボランティア活動意図では

個人的エンパワーメントの連帯感に加えて,集合的エン

パヮーメントの地域に対する有効感も有意な説明変数で

あった。活動に参加したというだけではなく,そ こから

友人を得たり, 自分たちの活動が地域住民に影響を及ぼ

したと活動の効果を感じることが, さらなる活動を促進

するというエンパワーメントのプロセスを確認すること

ができたといえる。

地域住民のリサイクル行動定着という活動による目標

達成だけでなく,活動を通して個人的にかけがえのない

友人を得られたというネットワーク獲得としてのエンパ

ヮーメントもポランティア活動意図の重要な規定因で

あったということは,そ の重要性を指摘 した先行研究の

知見
10'Ю)と _致するものである。一人一人ではなかなか

環境配慮行動の効果が見えにくいため, ともに活動する

仲間を得ることは環境ボランティア活動促進の重要な要

因であると考えられる。

なお,本研究において,行政に対する有効感と有能感

はボランティア活動意図の有意な説明変数とならなかっ

た。集合的エンパワーメントの行政に対する有効感と地

域に対する有効感の尺度得点における相関は 45, 個人

的エンパワーメントの有能感と連帯感の尺度得点におけ

る相関は .56(い ずれもp< ool)と 有意な相関を示し

ている。そのため,解析において,個人的エンパワーメ

ント,集合的エンパワーメントともにそれぞれ一方しか

有意な説明変数とならなかった可能性はあるが、今回研

究対象とした資源 リサイクルボランティアの活動の特徴

からは,以下のように考えられる。

まず,行政に対する有効感がボランティア活動意図に

有意な影響を及ぼさなかったのは, リサイクル活動が地

域でのビン・缶の収集活動であり, 自主的な収集システ

ムを立ち上げるのが活動の主な目的であったということ

が指摘できる。結果的には日進市 。東郷町ともに,行政

によるビン・缶の収集が開始された。しかし,資源リサ

イクルボランティアの活動そのものは,行政に資源 リサ

イクルの制度化を働きかけるというよりは地域住民にビ

ン・ 缶を可燃ごみ・不燃ごみではなく,資源として分別

する行動を定着させ,分別されたビン・缶の収集・資源

化を行う地域での自主的システム作りを目指していた。

リサイクル団体のリーダーはビン・缶の収集・資源化シ

ステムを立ち上げる過程で行政に支援を求めたり,将来

的には制度化を要求していたことはありうる。しかし,

リサイクルボランティアにとって, 自分たちの活動の成

果として最もわかりやすいのは地域で収集したビン・缶

の量であり,隣近所の住民に分別や収集作業への協力を

直接依頼した時の反応である。このため,本研究では集

合的エンパワーメントのうち,地域に対する有効感の方

がボランティア活動意図の重要な説明変数となったと考

えられる。

次に,個人的エンパワーメントについて,有能感が有

意な説明変数とならなかったのは,一般のリサイクルボ

ランティアの活動はビン・缶の分別収集作業であったと

いう活動の特徴が考えられる。有能感とは活動参加に

よつて日常の暮らしやボランティア活動に役立つ知識や

ノウハウ, スキルを得ることで視野の広がりや自分自身

の成長を感 じること, 自分も必要な行動をとることがで

きるという自信をもつことである。ビン・缶の分別収集

作業と視野の広がりや知識・ スキルの獲得などとは直接

的につながりにくかったと考えられる。ただし, リー

ダーの場合であれば,行政との交渉, ビン・缶収集業者

との連絡,地域住民への広報やよりよいシステムを検討

するためのアンケートの作成 。実施など多様な活動を展

開していると考えられ, こういった活動は,多様な有能

感につながっていると考えられる。

4.2 今後の展望

本研究では, リサイクル活動へのコミットメントが個

人的エンパワーメント,集合的エンパワーメントを通 し

てボランティア活動意図を高めるプロセスを確認するこ

とができた。今後の課題として,ボ ランティア活動の

リーダーと一般のボランティアの活動によるエンパワー

メントのプロセスの詳細な検討,活動へのコミットメン

トに対する周囲からのフィードバックがエンパワーメン

トプロセスに与える影響の検討,ボ ランティアのエンパ

ヮーメントとバーンアウト (消耗感,消極的な見方,個

人的達成感の後退といった症状が特徴としてあげられ

る。))の関係についての検討,近年の新たな形の市民参

加とポランティアのエンパワーメントとの関連の検討な

どの必要性があげられる。

本研究において個人的エンパワーメントのうち,有能

感についてはボランティア活動意図の有意な説明変数と

ならなかったことについて,資源 リサイクルの一般ボラ

ンティアが従事した活動の特徴から考察 した。その上で,

資源リサイクルボランティアについても, リーダーにつ

いては多様な活動を通じて有能感を獲得している可能性

も考えられるとした。活動を展開するためにポランティ

ア活動のリーダーに要求される行動を通して,有能感が

獲得され, さらなる活動意図に至るプロセスを実際に検

討することは,ボ ランティアの活動促進援助に役立つと

考えられる。

2番目の活動へのコミットメントに対する周囲からの
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フィードパックの影響に関 して,本研究では, ビン・缶

の分別への協力依頼,収集作業の協力依頼という2つ の

行動的関与をコミットメントの指標とした。それぞれの

協力依頼をどのくらいの人に働きかけたかということを

3段階で尋ねているが,質問紙ではどのくらいの人から

協力が得られたかということも尋ねていた。自身が分別

や収集作業の協力依頼をした程度 (本研究でのコミット

メントの指標)に ついては質問紙回答者のうち,無回答

はさほど多くなかったが,分別や収集作業への協力依頼

に対 して協力してくれた人の割合についての質問項目で

は約 3分の 1が無回答であった。共分散構造分析では基

本的に分析対象の変数に欠損値のないサンプルをデータ

として用いることが要求されるため,依頼に対 して協力

した人の割合は本研究での分析対象に含めなかったとい

う経緯がある。活動へのコミットメントに対する周囲か

らのフィードバックについても適切な指標を用いて分析

をすることは,エ ンパワーメントからボランティア活動

意図へのプロセスのよりよい理解に役立つと考えられる。

また,本研究ではポランティア活動へのコミットメン

トがエンパワーメントに影響を及ぼし, エンパワーメン

トを媒介変数として今後の活動への参加意図に及ぼす影

響を検討 したが,今後の活動意図 (あ るいは実際のその

後の活動へのコミットメントの程度)がエンパワーメン

トに影響することも考えられる。本研究では,過去のコ

ミットメントの程度と現在のエンパワーメントから将来

の参加意図への影響を検討したが, これまでの活動によ

るエンパワーメントが現在の活動 (コ ミットメント)の

レベルにどのように影響 しているか, というエンパワー

メントプロセスの別の一部分を検討することが, エンパ

ヮーメントプロセスの理解を深める上での今後の検討課

題である。

このような活動へのコミットメントを通 してエンパ

ヮーメントを獲得 し,そ れがさらにその後の活動を促進

するというエンパワーメントプロセスがある一方で,さ

まざまな理由でボランティア活動を休止,中止する人々

がいる。本研究で対象とした資源 リサイクルボランティ

アは行政による分別収集制度開始という活動の必要性が

低下 した事例であり,調査時点で資源収集活動を行って

いない人も1割程度いた。活動 していない人とそうでは

ない人の間でボランティア活動意図の尺度得点の平均に

有意な差は見られなかった。 しかし, ボランティア活動

をしている人の間には活動対象への働きかけに対する無

力感やボランティア団体内での人間関係,活動の負担な

どを理由として活動から離れる人がいることも事実であ

る。そのため, ボランティア活動によるエンパワーメン

トというポジティプなプロセスだけでなく,パーンアウ

卜というネガティブなプロセスもあわせて検討すること

はボランティア活動支援において重要と考えられる。

最後に,本研究で検討 したボランティア活動意図は特

に活動内容を限定 しない形で尋ねたが,近年増加 してい

る市民参加の事例は環境やごみ問題に取 り組み,地域や

行政に影響を及ぼすことができる新 しい場といえる。特

に,環境の分野では自治体の環境基本計画の策定を市民

参加で行 う取り組みがなされている。これまで活動 して

きたポランティアがこのような市民参加の場に関わるの

かどうかの意思決定,そ して,関わる場合にこれまでの

活動経験が生かされるのか,あ るいはボランティア活動

未経験者を市民参加の場にいかにすれば促せるか, とい

うことにエンパワーメント研究は大いに役立つであろう。

そして,環境基本計画などの策定における市民参加をエ

ンパワーメントの視点から検討することはボランタリー

な活動を理解 したり,よ りよい廃棄物行政を検討する上

で重要と考えられる。
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Abstract

The present study explored the effects of commitment to volunteer environmental activities on
empowerment and intention to participate in further volunteer activities. A survey of 378 volunteer
members was conducted in two cities in whiCr the municipal administrations had introduced a new
recycling system. Main results of the survey were the following. The commitment enhanced both
individual empowerment and collective empowerment. The effect of commitment to volunteer
activities on intention was mediabd by thc acquired empowerment. Collective empowerment
(efficacy to community change) and individual empowerment (solidarity) were the main determi-
nants of their intention to participate in furthlr voluntary activities.

Key words: environmental volunteei commitment, individual empowerment, collective empower-
ment
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